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有
漢
町
に
あ
っ
た
古
い
地
名

「
中
村
」を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

「
中
村
」と
い
う
地
名
は
、江

戸
時
代
か
ら
明
治
八
年（
一
八

七
五
）ま
で
使
わ
れ
て
い
た
村

名
で
、上
房
郡
下
有
漢
村
が
上

村（
拙
稿「
地
名
を
歩
く　

五
十

六
」参
照
）、中
村
、下
村
と
分
か

れ
て
成
立
し
て
い
ま
し
た
。当
時

の
三
つ
の
村
は
隆
起
準
平
原
と

い
わ
れ
る
老
年
期
の
小
起
伏
面

を
有
漢
川
が
侵
食
し
て
流
れ
る

上
流
域
に
あ
っ
た
村
々
で
あ
り

ま
し
た
。「
中
村
」は
北
部
の
上

村
と
南
東
部
の
下
村
に
挟
ま
れ

た
地
域
で
、村
の
境
界
は
入
り

く
ん
で
複
雑
で
し
た
。現
在
、北

か
ら 
貞  
森 
・ 
城  
下 
・ 
元  
重 
・
羽
場
・

さ
だ 
も
り 

し
ろ 
も
と 

も
と 
し
げ

大
谷
の
地
区
が
当
時
の「
中
村
」

に
当
た
り
ま
す
。江
戸
初
期
の

「
正
保
郷
帳
」（
正
保
二
・
三
年
＝

一
六
四
五
・
四
六
）に
は
下
有
漢

村
と
し
て
一
〇
八
〇
石
余
り
と

書
か
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
前
の

慶
長（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）

の「
小
堀
検
地
」（「
有
漢
町
史
」）

に
は
上
村
四
二
九
石
余
り
、中

村
三
二
九
石
余
り
、下
村
四
〇

二
石
余
り
と
村
を
分
け
て
記
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
の 
延  
宝 
年

え
ん 
ぽ
う

間（
一
六
七
三
〜
八
一
）頃
の

六
十
一　

有
漢 

中
村
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羽場地区から東方を望む

「
水
谷
検
地
」（
前
掲
書
）で
は
中

村
六
一
二
石
余
り
と
あ
り
、か

な
り
石
高
が
増
加
し
て
い
て
、

水
谷
時
代
に
は
松
山
藩
の
産
業

経
済
が
発
展
し
た
時
期
だ
っ
た

の
で
す
。そ
し
て
元
禄
八
年（
一

六
九
五
）の「
新
検
高
」（
前
掲

書
）で
は
、中
村
八
一
二
石
余
り

と
な
っ
て
い
て
石
高
が
一
層
増

加
し
て
い
て
、地
域
農
民
の
負
担

は
増
大
し
、生
活
が
一
層
苦
し

く
な
っ
た
た
め
、訴
状
を
出
し
て

抗
議
し
、幕
府
へ 
越  
訴 （
手
続
き

お
っ 

そ

を
踏
ま
ず
、直
接
上
級
の
役
所
へ

訴
え
る
こ
と
）を
し
て
い
ま
す
。

　

中
村
は
、延
享
元
年（
一
七
四

四
）ま
で
は
、松
山
藩
領
で
し
た

が
、同
年
か
ら
有
漢
の
中
村
・
下

村
は
中
津
井
陣
屋（
現
真
庭
市

中
津
井
）伊
勢
亀
山
藩
の「
備
中

国
御
残
領
」と
な
り
、残
り
一
〇

一
〇
石
余
り
が
松
山
藩
領
と
な

っ
て
村
の
様
子
が
変
化
し
て
い

ま
す
。

　

「
備
中 
村 
む
ら 

鑑 
か
が
み

」に
、「
石
川 
主  
殿 

と
の 
も
の

 
頭 
様
、御
陣
屋
中
津
井
と
し
て
、

か
み八

一
一
石
余
り
、上
房
郡
中
村

大
庄
屋　

綱
島
宏
一
郎
」と
記

し
て
い
ま
す
。幕
末
に
な
っ
て

「
天
保
郷
帳
」（
天
保
五
年
＝
一

八
三
四
）に
は
、下
有
漢
中
村
と

し
て
同
じ
く
八
一
一
石
余
り
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。天
保
一
三

年（
一
八
四
二
）の
家
数
は
九
〇

で
し
た（「
有
漢
町
史
」）。そ
の

後
明
治
八
年（
一
八
七
五
）に
下

村
・
上
村
と
合
併
し
て
有
漢
村

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

貞
守
地
区
の
南
に
は
、「
有
漢

冨
士
」と
呼
ば
れ
る
信
仰
の
山
、

権
現
山（
五
九
九
メ
ー
ト
ル
）が

あ
り
、権
現
様
も
祀
ら
れ
、以
前

大
蔵
山
真
光
寺
は
こ
こ
に
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

城
下
地
区
に
は
、二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
前
後
の
台
地
状
の
丘
に
秋

葉
三
郎
重
信
が 
承  
久 
の
乱（
承

じ
ょ
う 
き
ゅ
う

久
三
年
＝
一
二
二
一
）の
功
に

よ
り
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
有
漢

郷
を
賜
っ
た
頃
に
築
城
し
た
と

伝
え
ら
れ
る
台
ケ
鼻
城
址
が
あ

り
ま
す（
拙
稿「
地
名
を
歩
く
」

二
十
四
参
照
）・（「
上
房
郡

誌
」）。
そ
の
す
ぐ
南
の
元
重
地

区
の
山
中
に
は
秋
葉
氏
の
家
臣

之
墓
と
い
わ
れ
る
天
正
年
中

（
一
五
七
三
〜
九
二
）の
墓
石
が

残
っ
て
い
て
、中
世
有
漢
の
歴
史

を
偲
ば
せ
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、

有
漢
川
の
右
岸
の
南
向
斜
面
に

集
落
が
開
け
る
羽
場
地
区
は
、

昔
、多
和
山
峠
へ
の
道
と
上
有
漢

方
面
へ
の
道
と
の
分
岐
点
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
、交
通
の
要
地
で
あ

り
ま
し
た
。山
麓
に
は
江
戸
時

代
、代
々
庄
屋
を
勤
め
て
い
た
綱

島
屋
敷
の
跡
が
残
っ
て
い
て
井

戸
や
古
い
様
式
の
石
垣（「 
穴  
太 

あ
の 

う

 
積 
」を
思
わ
せ
る
）や
古
い
墓
地

づ
みが

残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、そ
の
南

西
の
多
和
山
峠
へ
の
往
来
に
沿
っ

て
大
谷
地
区
が
あ
り
ま
す
。多

和
山
峠
は
古
く
か
ら
の
交
通
の

要
衝
で
沢
山
の
人
々
が
往
来
し

た
峠
ら
し
い
峠
で
し
た
。茶
店
や

宿
屋
も
あ
っ
て
に
ぎ
わ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。今
で
も
牛
馬
安

全
供
養
の
碑
な
ど
が
残
っ
て
い

ま
す
。山
間
の
地
形
を
表
わ
す

 
迫 
地
名
も
多
く
、「 
八  
迫 
」と
い

さ
こ 

は
っ 
さ
こ

わ
れ
る
迫
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
中
村
」と
い
う
地
名
は
、上
・

中
・
下
と
か
前
・
中
・
後
な
ど
位

置
関
係
を
示
す
地
名
と
し
て
日

本
で
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
中
」は
有
漢
川
の
上
流
・
中

流
・
下
流
と
分
け
て
地
理
的
中

央
と
か
三
分
割
の
中
央
な
ど
を

意
味
し
て
い
て
、「
中
流
に
あ
る

村
」「
真
中
に
あ
る
村
」を
表
わ

す
村
名
で
、分
か
り
や
す
い
地

名
の
一
つ
で
す
。

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）
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クリスマスふれあい
チャリティーコンサート

　
　

月
３
日
、
平
川 
鋤  
崎 
八
幡
神
社
大
祭
の
取
材
に

す
き 
さ
き

１１
行
き
ま
し
た
。
６
０
０
年
前
か
ら
続
い
て
い
る
と
さ
れ
る

渡
り
拍
子
は
、
地
区
の
住
民
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い

る
様
子
が
う
か
が
え
、感
激
し
ま
し
た
。

　

翌
日
、
平
川
在
住
の
人
と
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
楽
し
み
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
大
変
な
こ
と
は
あ
る
け
ど
、こ

の
祭
り
を
維
持
す
る�
誇
り
�み
た
い
な
も
の
が
、
暗
黙
の

了
解
で
平
川
の
人
の
心
に
宿
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

も
、
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
分
か
っ
て
い
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん

が
楽
し
ん
で
生
き
生
き
と
し
て
い
る
姿
が
共
感
を
呼
ぶ

よ
う
で
、
見
物
に
訪
れ
て
い
る
人
た
ち
が
口
々
に
、
い
い

祭
り
だ
と
感
想
を
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
れ
が
ま
た
平

川
人
は
嬉
し
く
て
、
祭
り
維
持
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る

ん
で
す
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

気
持
ち
の
よ
い
取
材
で
し
た
。
皆
さ
ん
も
機
会
が
あ

れ
ば
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

（
Ｔ
Ｍ
）

編
集
後
記
伝言板
ままままままちちちちちちののののののまち の

■問い合わせ　吉備国際大学学生課（��７４２０）

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
、
高
梁
キ
リ
ス
ト

教
会
堂
に
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
音
色
が
響
き

渡
り
ま
す
。

　

「
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
夕
べ
・
神
聖
な
る
響

き
〜
天
使
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
〜
」
と
題
し

て
行
わ
れ
る
今
年
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
。
高
梁
市
青
年
経
済
協
議

会
が
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
今
年

が　

回
目
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
ベ
ル

１０
ク
ワ
イ
ア
岡
山
が
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な

ん
だ
楽
曲
を
演
奏
す
る
予
定
で
、
ピ
ア

ノ
演
奏
や
声
楽
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

「
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
半
で
は
、
来
場
者
に

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
体
験
を
し
て
も
ら
お
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も

体
験
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
ぜ
ひ
家

族
連
れ
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
」
と
貝
原

さ
ん
。

　

な
お
、
当
日
、
来
場
者
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
募
金
は
、
市
内
幼
稚
園
な
ど
に

配
布
す
る
絵
本
購
入
に
当
て
ら
れ
る

予
定
で
す
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
。

▽
日
時
…　

月　

日
�

１２

１２

　
　
　
　

午
後
６
時
開
演

　
　
　
　

（
午
後
５
時　

分
開
場
）

３０

▽
会
場
…
高
梁
キ
リ
ス
ト
教
会

※
入
場
は
無
料
で
事
前
の
申
し
込
み

も
不
要
で
す
が
、
席
に
限
り
（
１
２

０
席
程
度
）
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

高
梁
市
青
年
経
済

協
議
会
・
貝
原
さ
ん
（
�
�
２
７
５

９
）

高梁市青年経済協議会

貝原　尚さ ん�
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吉備国際大学クリスマスイルミネーション点灯式

日　時：１２月３日（木）　午後６時３０分～

場　所：吉備国際大学　

内　容：吹奏楽部の演奏会、ストリートダンス、手話サー

　　　　クルによる出し物、ビンゴゲームほか

※数に限りがありますが、ホットドリンクやパンの無料配布、

クリスマスプレゼントも準備中です。お楽しみに！！

【お願い】車でご来場いただけますが、駐車場が少ないため、でき

　　　　 るだけ乗り合わせでお越しください。

クリスマスイルミネーションに
 お越しください

　吉備国際大学では、毎年１２月になるとジャンボクリスマスツリーを設

置し、夜にはクリスマスイルミネーションを点灯して皆さんに楽しんで

いただいており、今年は１２月３日（木）から点灯することにしています。

　点灯初日には、学友会執行委員会と同窓会が協力し、クリスマスイ

ルミネーション点灯式を開催します。当日は、学生がブラスバンドやス

トリートダンス、手話歌、ビンゴゲームなど、多彩なイベントを企画して

盛り上げます。また、小学生以下のお子さんには、クリスマスプレゼント

も用意する予定です。皆さんのお越しを心よりお待ちしております。


